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まちづくり推進協議会 実施事業 今年度は新型コロナウイルスの感染拡大により、
中止や内容を変更して実施する事業があります。

　まちづくり活動への参加を通してよかったと思うの
は、地域の方とのコミュニケーションが取れること、そ
して、地域の魅力を発見できることです。そのなかで、
まちづくり活動は継続することが重要ではないかと考え
るようになりました。
　私が大学で関わらせていただいたまちづくりワーク
ショップがいくつかあり、そのひとつが仙台市太白区の
赤石地区です。この地区は、北赤石・南赤石・松場の三
町内からなり、名取川沿いの両岸に位置しています。
　北赤石には、東から亀ヶ森・中ノ森・鹿ノ上森の三つ
の山が並んでおり、奥州三箇森と称され、中世には山岳
信仰の対象となっていました。その麓には古くから地域
を守る家々が点在しています。
　南赤石は、東街道と笹谷街道が交わる要衝の地で宿場
としての賑わいを見せた時期もあります。宿場時代の建
物はほぼ残ってはいませんが、町割りなど面影を残して
います。
　私たちは、この赤石地区で、まちづくりとして地域マッ
プを作成しました。地域の宝である地域資源を抽出し、

手に取っていただける
ような魅力的なマップ
を地域の方と共に作っ
ています。ワーク
ショップを通して、地
域の方とコミュニケー
ションをとることは、
まちづくりにとって欠

かせないものである
と感じました。
　そして、学生と地
域の方とでは、見る
ポイントに違いがあ
り、そこから地域資
源の魅力を発掘して
いく過程が大切だと
考えています。
　この様にまちづくりに携われることは、とても貴重な
機会であり、地域の方と関わることができる大切な活動
の場だと考えています。というのも、学生である私たち
は、どこかに活動する場を求めているからです。ワーク
ショップの中では、地域の子供と接する機会があるので、
この様な活動を体験的に伝えていくこと、また、私たち
自身も地域に関わり続けていくことが重要であると捉え

ています。
　こうした活動を通
して、地域に通い続
けることが、まちづ
くり活動の継続に繋
がっていくと考えて
います。

（東北工業大学大学院　不破研究室　千葉百華）
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太白区まちづくり推進協議会とは？

　地域が抱える課題の解決や魅力あるまちづくりを推進するため、区民と区との協働により、さまざまな事業を企画・実施
しています。今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で活動が制限される事業もありますが、引き続き、太白区内
の魅力あふれるまちづくりを推進してまいりますので、皆さまの積極的なご参加・ご協力をお待ちしています。

～「たいはく若者まちづくりフォーラム」より～

まちづくり活動を通して特 集

「たいはく若者まちづくりフォーラム」は、太白区まちづくり推進協議会と太白区の共催事業です。
　東北工業大学と協働で、生出地区のまちづくり活動に地域の方々と一緒に取り組んできました。

　今回は活動に関わっている学生の方から活動内容を紹介していただきました。

太白区民まつり
　毎年、秋に「太白区民まつり」を開催しています。
　昨年度は「世代をつなぐ、未来を築く」をテーマに、
特設ステージでの発表やテント村での各種特産品な
どの販売のほか、ちびっこおもしろコーナー、ミニ
機関車の乗車体験などを行い、幅広い世代にご来場
いただきました。今年度は残念ながら中止となりま
したが、次回を楽しみにしていてください。

　区内の小学5・6年生
を対象に、区内の自然・
歴史・文化に触れて、楽し
く学ぶ「まちづくり塾」を
開催しています。アウト
ドア調理体験やウォーク
ラリー、国際交流体験な
どを行います。

たいはくっこくらぶ

　東北工業大学と共同で学生
を対象にまちづくりをテーマと
した講座（単位取得可）を開
講するほか、地域と大学との
まちづくりに関する協働など、
学生等が取り組むまちづくり
活動を支援しています。

　昨年度は太白区まちづくり推進協議会創設 30 周年記念事業
として、ぷらっと交流市場 inたいはくを開催しました！
　区内で特色ある取り組みを行う地域団体による活動紹介や
太白区内の特産品の販売を行い、太白区の魅力を区内外に発
信しました。

たいはく若者まちづくりフォーラム

ぷらっと交流市場inたいはく

「法被（はっぴ）」、「スタッフジャンパー」、「ＡＥＤ」を
貸し出します。

太白区まちづくり推進協議会役員紹介

　地域の成り立ちや地域資源、生活史の移り変わりなどを地
域住民によりまとめた、手づくりの地域誌を製作する活動を
支援します。
　今年度から募集対象が広がり、現在発刊されている冊子タ
イプだけでなく、小冊子やマップでの製作も募集しています！
　「山田・鈎取まち物語」、「八本松・郡山まち物語」、「西多
賀まち物語」を太白区まちづくり推進課窓口で販売中です。
（在庫限り）

太白区まち物語

　太白区の地域情報誌「ディス
カバーたいはく」に掲載された
区内の名所・旧跡などを参加
者を募って巡る機会を設け、太
白区の魅力を再発見します。

ディスカバーたいはく

【お問い合わせ】
協議会事務局（太白区まちづくり推進課内：区役所 4階）
TEL/022-247-1111　内線 /6137

お祭り・イベント・スポーツ活動などにご利用ください！
※使用希望期間の重複などで、貸し出しできない場合があります。
※法被とスタッフジャンパーはクリーニングした上でご返却ください。

バ   ザ  ー   ル

（作成した地域マップ）

（赤石地区の方とのワークショップ）

（地域の人とマップ作り）

※今年度は中止

（各1200円）



わたしたちのまちづくり～まちづくり活動紹介～

　「おりざの食卓」は、孤食やひとり親、共働き家庭のお子
さまとその保護者、また地域との繋がりが希薄な高齢者の
方々と、一緒に食卓を囲み夕食を食べています。
　運営は「NPO法人おりざの家」が行っており、2016 年 9
月にスタートしました。毎週木曜日と金曜日の週 2 回開催し
ており、お子さまは無料、大人の方は 300円で利用できます。
定員があるため原則事前に登録をお願いしています。
　日頃の生活の中でちょっと助けが欲しい時ってありますよ

ね。そんなとき「地域の
食卓」としてぜひお役に
立てる場所でありたいと
願っています。
　夏の「流しそうめん」
や冬の「餅つき」「豆まき」
などのイベントを通して、
地域の方と交流を行った

り、子どもたちの学習支
援や見守りには、東北福
祉大学の協力により毎回
学生ボランティアが参加
して、自然な形での多世
代交流を行っています。
　今後は、おりざの家ま
で来て頂くことが困難な
方へのお弁当のお届け
や、開催日数を増やすなどの計画も立てております。
　「食べることは生きること」…おりざの家では「食」をと
ても大切に考えています。ホームページもありますので、ご
興味を持たれた方はぜひお気軽にご連絡ください（「おりざ
の家」で検索）。

（理事長　佐藤宏美）

「食」を通した地域の居場所

　中田中部町内会連合会は、「飛躍する町内会をめざして」
をメインテーマに、また地域力を高めるために、「地域住民
の絆を〈深める〉、地域住民の協力を〈広める〉、地域住民の
満足度を〈高める〉」をサブタイトルに掲げています。

　昨年は「こどもフェ
ス」、「動物ふれあい広
場」、「むかしあそび」、「中
田中部公園イルミネー
ション」の 4 つのイベン
トを開催し、地域の子供
たちや高齢者の方々、新
旧住民がイベントに参加
し、親睦と交流を図って

きました。
　子供たちの見守りも活発で、袋原小学校の学校ボランティ
ア防犯巡視員の登録者数も多く、小・中学生の登下校時に「挨

拶」を交わしながらの見守り活動に加え、夕方にはスーパー
マーケットや中田中央公園等の巡回活動も行っています。
　高齢者の見守り活動は、福祉員が一軒一軒に「声掛け」の
活動をするとともに、民生委員及び学校ボランティア防犯巡
視員による二重三重の見守り体制をしています。
　また、全町内会で立ち上げた「茶話会」は、毎月 1回、脳トレ・
軽体操・合唱・おしゃべり等を行いながら、町内会の情報交

換場所になっていま
す。中田中部地区社会
福祉協議会主催による
「ふれあいサロン」、「は
つらつ運動クラブ」等
の介護予防運動にも多
くの方々が参加してい
ます。
（会長　山口義晴）

飛躍する町内会をめざして

　「地域活きいきプ
ロジェクト」は、特
別養護老人ホーム茂
庭苑の地域貢献活動
の一環として始まっ
た活動から発展した
プロジェクトです。
現在は住民主体の
「活きいきサークル
　たんぽぽ」を立ち

上げて活動をしています。
　少子高齢化が進んでいる、生出・茂庭台地区において、住
民同士の結びつきを強くして、住民が地域課題を自分のこと
としてとらえ、様々な世代が一緒にまちづくりに参画できる
ような地域づくりを目指し、定例講座やサロン活動、支え合
いをテーマとしたイベント「オレンジフェスタ」の開催等を

行っています。昨年の「オレンジフェスタ」では、東北福祉
大学総合福祉学部の学生に企画から運営まで携わっていただ
き、笑顔があふれる世代を越えた交流の場となりました。
　また昨年は児童館の子供たちと一緒に映画鑑賞会を行った
り、サロン活動の中で意気投合し「親睦外出」を企画するなど、
「みんなで楽しく、活きいきと」をモットーに活動しています。
現在会員は４０名。活動の詳細は茂庭苑のホームページをご
確認ください（「茂庭苑」
で検索）。

　　 （事務局　菅田和美）

茂庭台 地域活きいきプロジェクト

令和２年度 まちづくり活動賞受賞者

区内でまちづくりに関する活動を５年以上継続的に実施し、その成果が顕著である方々を表彰しました。

令和２年度　まちづくり活動助成事業　対象事業
区内に活動拠点のある市民団体が自主的に取り組む創意工夫あふれるまちづくり活動に対し、区が必要な経費の一部
（上限50万円）を助成する事業です。令和3年度の事業の公募は令和3年1月末から開始予定です。

だれもが行きたくなる
“まち”づくり
「八木山テラス」

金剛沢緑地
愛護協力会

事業名 実施団体 事業内容
八木山地区において、金剛沢緑地の維持管理をするとともに、地域住民や団体との連携
を図り、「八木山テラス」構想の実現に向けた八木山地域全体でのまちづくりを行ってい
く。

つなごう秋保千年の里山文化
～長町の下町文化との
連携共助の活動～

一般社団法人
　Soundキャンパス

秋保及び長町地域において、秋保新特産品「akiuいもの子」の普及支援、相互の文化理
解と交流・体験の場を創出する「＠寺子屋」事業等を通して、人や文化の交流を行うこと
により、元気な人づくり、元気な里山づくり、元気なまちづくりを推進する。

「ぼうさいダンス」を世界に広めよう
～3年目は年代を超えて有機的に
結びついた多面的防災活動～

Yagiyama Area
Reproduce Volunteer
Group（YARVOG）

八木山地域で独自に子供向けの防災教育として製作した「ぼうさいダンス」と認知症プ
ログラム、非常用携帯トイレや防災食の製作体験を子供達と高齢者が一緒にやることで
、日常的な交流を図り、地域の見守り体制の構築につなげていく。

中田中部地区みんなで
交流・地域づくり

仲間づくりプロジェクト
中田中部町内会
連合会

中田中部地域における新旧住民の交流の場を創出し地域の子供達を対象に中田中央
公園で様々なイベントを実施することで、新住民の孤立化を防ぐとともに、相互の理解
を促すほか、将来の地域づくりの担い手の発掘と育成に資する。

三神峯の“桜緑”が
結ぶ『遊びと学び』

ここ西多賀に賑わいを！
西多賀まちづくり
推進委員会

三神峯公園において、地域住民が可能な桜の整備を行い、これまで以上の賑わいを創
出し地域の活性化に繋げるとともに、樹名板製作や昔遊びや史跡等の学びを通して、次
世代を担う子供達と大人の「世代間の繋がり意識」の醸成を図る。

茂庭台 地域活きいき
プロジェクト

～住みよい地域づくりを目指して～
活きいきサークル
「たんぽぽ」

生出・茂庭地区において住民が地域や健康について関心を持ち、自らが住みよいまちづ
くりを考える機会の創出のため、定例講座やサロン活動、幅広い世代の地域住民が参加
する「オレンジフェスタ」等を開催する。

笊川ほたるの会
長年にわたり、笊川上流域での蛍
が飛ぶ環境作りに向けた養殖活動
の取り組みや、ほたる祭りの開催、
ほたる学習館での見学・勉強会を
実施し、緑豊かでゆとりとうるお
いに満ち、自然と共生するまちづ
くりを行っています。

太白区育児サークル応援隊たい子さん
地域の育児サークルを支援する団体として、サー
クルのリーダーや新設サークルのサポートを行
うとともに、育児サークル間の親睦を深めるた
め、情報交換会の継続的な開催や育児に悩むマ
マ達の交流の場を
企画・運営
しています。

長町遊楽庵びすたーり
障害者の就労も支援する古民家レストランとし
て開業し、令和元年 12
月まで長町で営業してい
ました。様々な障害を持
つ方々が接客や調理の補
助を行うことで、一般就
労に必要な知識の習得や
能力向上への経験を重ね
るための機会を提供し、
生きがいとやさしさ、健
やかさを生み出す場と
なりました。

仙台市太白区スポーツ協会
スポーツを通して区民の心身の健
全な発達を推進し、明るく豊かな
生活へ向けた各種スポーツ大会を
開催しています。また、太白区民
まつりに実行委員ボランティアを
派遣し、まつり当日の運営に多大
な貢献を果たしています。

女性防災リーダーネットワーク太白
女性のための防災リーダー養成講座の修
了生が立ち上げ、女性ならではの視点と
リーダーシップを活かした自主研修や防
災関連イベント等、地域の防災力向上に
繋がる様々な活動を行っています。
安全で安心に暮らすための、快適で住み
よいまちづくりに取り組んでいます。

（50音順・敬称略）
ざる   がわ


